
（1）耐震改修工法の比較

　　ａ）本庁舎
在来工法（Ｉｓ＝０．９以上） 在来工法（Ｉｓ＝０．７５以上）

補強イメージ

工法概要

建物内部に新設耐震壁、壁厚を増す補強壁、開口閉塞を行う 建物内部に新設耐震壁、壁厚を増す補強壁、開口閉塞を行う

想定補強箇所

補強箇所数
（１階） 新設壁２７ヶ所 新設壁２１ヶ所

アウトフレーム＋在来工法 制震工法

補強イメージ

工法概要

建物外側にＰＣａの補強フレームを設ける
　　　　　　　　＋
不足する耐力を補うために、建物内部に新設耐震壁、壁厚を増す補強壁、開口
閉塞を行う

建物の骨組み内にオイルダンパーを用いたブレースを取り付ける
　　　　　　　　＋
部分的に柱を炭素繊維（鉄板）で補強を行う

想定補強箇所

補強箇所数
（１階） 新設柱１８ヶ所、新設壁１７ヶ所 制震ブレース１１ヶ所、増し壁２ヶ所、柱補強１１ヶ所
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